
 

 
 

１(２)  目的に応じて適切なグラフを選択して出荷量の増減を判断し、その理 

由を言葉や数を用いて記述できるかどうかをみる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
■学習指導要領における領域・内容 

〔第３学年〕 D データの活用 
(１) データの分析に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(イ) 棒グラフの特徴やその用い方を理解すること。 
〔第５学年〕 D データの活用 

(１) データの収集とその分析に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよ 
う指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ア) 円グラフや帯グラフの特徴とそれらの用い方を理解すること。 
イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 

(ア) 目的に応じてデータを集めて分類整理し、データの特徴や傾向に着目し、問題を解決する 
ために適切なグラフを選択して判断し、その結論について多面的に捉え考察すること。 

 
■正答及び正答率等 

正答 正答率 誤答率 無答率 

（正答の条件） 
 記号を ア と選び、次の①、②の全てを書いている。 
① グラフ３に着目したことを表す言葉 
② ２０２３年の都道府県 Aのブロッコリーの出荷量が、２０１３
年より多いことを表す言葉や数 

３０.９％ ６８．３％ ０．８％ 

 
■主な誤答とその要因 

主な誤答 要因 

（誤答例） 
記号を イ と選び、都道府県 Aのブロッコリー
の出荷量の割合について書いている。 

            （反応率 １９．２％） 

都道府県Ａのブロッコリーの出荷量の割合に
着目し、２０２３年は２０１３年より減ったと
判断している。 

 

小学校算数 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

               

 

 

 

 

 

 

 

 
全体と部分、部分と部分の間の関係を調

べると特徴を捉えやすい事象があること

に気付き、割合を示す円グラフや帯グラ

フに表したり、それを読み取ったりする。 

棒グラフについて、数量の大小や差、最大値

や最小値を捉えたり、項目間の関係、集団の

もつ全体的な特徴などを読み取ったりする。 

小学校第５学年 

棒グラフの特徴やその用い方を理解する 

目的に応じて適切なグラフを選択して出荷量の増減を判断し、その理由を言葉や数を用いて記述できるようにす

るために、 

① 複数のグラフを提示し、数量の大小を比べる際は、どのグラフが適切か考える活動を通して、棒グラフは数

量の大小を一目で捉えることができることを理解できるようにする。 

② グラフのどの部分に着目すればよいか話し合う活動を通して、必要な情報を判断できるようにする。 

③ グラフに表された数量の大きさを、目盛りを使いながら説明する活動を通して、出荷量の増減を判断できる

ようにする。 

〔データの活用〕 
棒グラフから特徴や傾向を捉えたり、考察したりしたことを棒グラフのどの部

分からそのように考えたりしたのかを、ほかの人にも分かるように伝えること。 

内容の系統と指導のポイント 

本設問の活用の手順 

小学校第３学年 

〔データの活用〕 
様々なグラフの特徴を理解し、目的に応じて複数のグラフから適切なグラフ

を選択してデータの特徴や傾向を捉え判断し、その判断の理由を表現できるよ
うにすること。 

目的に応じて、適切なグラフや表を選択して判断する 

小学校第５学年 
円グラフや帯グラフの特徴とそれらの用い方を理解する 

平成２０年度調査問題【小学校】B２(3) 

他者の考え方が正しいかどう

かを判断して、その理由を言葉

や式を用いて記述する。 

グラフのどの部分やどの

数値に着目したのかを説

明するなど、他者に分か

りやすく表現できるよう

にすることが大切であ

る。 

〔データの活用〕 
各帯グラフの量の合計が異なっている複数の帯グラフについては、同じ項目で

比較する場合、見た目では量の大小が比較できないことを理解すること。 

教科書のここ！ 

小３上 Ｐ．６８ 

教科書のここ！ 

小５下 Ｐ．８３ 

教科書のここ！ 

小５下 Ｐ．１２２ 


